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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和2年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

名称

募集方法

札幌市農業体験交流施設
（サッポロさとらんど）

所在地

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

施設・設備等の維持に関する業務、農業体験に関する業務、緑とのふれあい、憩うことのできる場
を市民に提供する業務、農業者と消費者の交流の場を提供する業務、農業に関する情報の収
集・提供業務、農業に関する研修講習等の場の提供業務、使用承認等に関する業務、その他さと
らんど設置目的を達成するため必要な業務

さとみらいプロジェクトグループ（雪印種苗㈱、大星ビル管理㈱）

平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

所管局の評価

施設数：1施設

名称

農業に関する体験実習の場の提供、緑とのふれあい、憩う場の提供等

項　目 実施状況

743,000m2（管理面積558,000m2）

主要施設

市民文化の向上及び農業の振興

・さとらんどセンター（農産・畜産加工室、会議室、売店、レストラン他）
・さとらんど交流館（多目的ホール、調理室、会議室）
・市民農園　各種体験農場　ふれあい牧場

公募

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括指定の場合、その理由：

指定管理者
の自己評価

指定単位
施設数：1施設

指定管理者評価シート

事業名 サッポロさとらんど運営管理費 所管課（電話番号）経済観光局農政部農政課（211-2406）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成7年（1995年）7月22日 延床面積

札幌市東区丘珠町584番地2

「さとみらいプロジェクトグループ」は、1.経費の効率
化と効果的運用、2.食と農に関する情報発信、体験
学習事業の充実、3.農業への理解を広げるイベン
ト、施設の魅力向上への取組み、4.健全かつ良好な
空間づくり、5.市民が安全安心に利用できる管理運
営、6.民間企業のノウハウを活かした運営の効率
化、7.事業運営の透明性確保　といった基本方針を
策定し、基本方針に基づいて適切な管理運営を行っ
た。

策定した基本方針
を実現し、適切な管
理運営を行った。

全体をとおして利用
者の平等利用を確
保し、公平・公正な
運営を行った。

①コンプライアンス(法令遵守)の徹底に基づく運営と
利用の場の確保、②各種規程による平等利用の確
保と従業員教育による安定的なサービスの提供、③
ホームページの充実による情報発信機能の強化と
いった方針を策定した。「各種体験」・「講座」等の利
用受付は先着順で行う等、常に平等利用を確保し、
公平・公正を意識した運営を行った。

さとらんどの設置
目的及び基本的
方向性を実現する
ための基本方針
に基づき、良好な
管理運営を行った
ものと評価する。

さとらんどにおけ
る平等利用を確
保するための方
針に基づき、各取
組を実施すること
で公平・公正な運
営を確保したもの
と評価する。

R3年7月15日 案
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▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

仕様書に基づいて
適正な業務遂行を
行うとともに、委託
にあたっては市内
業者の積極的な活
用に配慮して第三
者委託を行った。

清掃業務、警備業務、保守管理業務、修繕業務、冬
季園内除雪等について第三者委託を行った。受託業
者に対して必要な指導、指示、検査、確認を行い適
正な業務遂行を実現した。
委託にあたっては市内業者を積極的に活用（例：修
繕工事において委託件数 及び 委託金額の75％以
上を委託）した。例年、障がい者の就労支援に協力
するためラベンダー畑やレンガ花壇の除草業務を知
的障がい者施設へ委託しているが、令和2年度はコ
ロナ禍のため委託を断念せざるを得なかった。

地球温暖化防止対策及び環境配慮の推進として、
下記の取り組みを行った。①冷暖房期間・時間・温
度・対象施設の調整、不要照明の消灯励行などの節
約運動、これ以外の電気、水道、油、ガス等の使用
の節約。②コピー用紙等の消耗品のグリーン購入ガ
イドライン指定品の使用。③6月に全職員を対象とす
る環境マネジメント研修を実施。④省エネ法、温対
法、札幌市環境マネジメントシステムに則り、各種報
告書、各種帳票類を提出。⑤自転車使用を励行、保
有車両の使用頻度抑制とアイドリングストップを実
施。
なお、不要照明の消灯励行や冷暖房温度の調整、
節水等については来園者にも協力を働きかける取り
組みを行い、ご協力頂いた。

環境マネジメント研
修等の取り組みを
実施して省エネに
努めた。
又、職員だけでな
く、来園者にも不要
照明の消灯励行、
節水等地球温暖化
対策及び環境配慮
の推進についての
働きかけを行ってご
協力頂いた。

質の高いサービス
提供を目指し9部門
を設置、9部門長を
配置し、業務毎に行
き届いたサービスを
提供した。
又、人材育成に向
けて各種研修を実
施した。

統括責任者である施設長の指示の下、副施設長2名
で指示命令機能を分散し、非常時には統括・指揮機
能の拡充を図る効果的な組織運営体制として事業
の運営を行った。又、さとらんどの業務を9つの部門
に分けて部門毎に部門長を配置し、業務毎に行き届
いたサービスを提供した。職員が業務に対し同じ認
識を持って質が高く同一のサービス提供を行うよう、
又、業務毎の専門的な知識・能力を向上させサービ
スと業務品質の向上に寄与するよう研修計画を作成
し、安全教育、マナー接客教育、個人情報保護研
修、関係法令研修、消防訓練、防災教育、安全衛生
研修、環境マネジメント研修、専門技術講習等、職員
の教育・研修を行った。

毎月の部門長会議において管理水準の向上に向け
た協議を行った。又、業務遂行についても部門長会
議で協議を行い、イベント開催時等には部門を横断
した応援体制を構築した。
安全対策・事故防止等についても協議を行い、部門
毎に毎月実施した安全教育のうち組織全体に関係
する事項の情報共有や、全職員を対象とする安全衛
生研修（10月）等を行った。

定期的に部門長会
議を開催し、全部門
が情報を共有する
とともに業務の応援
や安全対策等につ
いて協議を行った。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

本市の承認を得
て受託者に指示・
検査等を適正に
実施したものと評
価する。また、障
がい者施設に業
務を委託すること
は札幌市の障が
い者施策に合致し
ており評価する。

管理運営につい
て、効率的・効果
的に行われてい
た。また、サービ
ス・業務品質の向
上のために、職員
の教育・研修に積
極的に取組むなど
管理運営組織の
強化・資質の向上
に努めていたこと
も評価する。

随時業務の見直
しを行うとともに即
座に改善を行った
ことなど、管理水
準の向上に努め
たことを評価す
る。

各取組を行ったこ
とでエネルギー使
用量を必要最低
限に留めたことを
評価する。
また、利用者にも
消灯励行を行い
協力を得るなど節
電対策を積極的
に行ったものと評
価する。
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＜協議会メンバー＞

札幌市経済観光局農政部農政課長、同農政係長、
同担当職員
指定管理者構成企業の本社担当責任者
サッポロさとらんど施設長、同副施設長、同副施設
長代行

▽　要望・苦情対応

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

開催回

第6回
2/19

第5回
12/16

第３回
8/19

第４回
10/21

新型コロナウイルス感染拡大防止対
応について（夏期営業開始前の準備
状況等）

新型コロナウイルス感染拡大防止対
応について（イベントの中止、ＳＬバス
の運行等）

新型コロナウイルス感染拡大防止対
応について（イベントの中止、内容及
び名称の変更によるイベント開催等）

新型コロナウイルス感染拡大防止対
応について（イベントの結果報告等）

新型コロナウイルス感染拡大防止対
応について（冬期施設活用事業等）
Ｒ３年度の業務計画について

管理運営水準の維
持・向上のため2か
月に1回、運営協議
会を実施した。
運営協議会以外に
おいても札幌市に
管理業務の状況報
告をこまめに行っ
た。
必要に応じて、随
時、札幌市との打ち
合わせ等を実施し、
管理運営水準の維
持・向上に向けた取
り組みを遅滞なく実
施することができ
た。

第１回
4/22

第２回
6/25

冬期施設活用事業の結果報告
売店事業、レストラン事業、センターハ
ウスの魅力アップ事業等

指定管理業務、自
主事業の明確な区
分経理を実施した。
適切な資金管理、
現金管理を徹底し、
透明性・公明性を確
保した。

苦情・要望への対
応、札幌市への報
告を速やかに実施
した。又、利用者の
ニーズに最大限の
対応を行った。

要望・苦情については対応マニュアルに基づいて対
応している。苦情は全職員に周知して改善等の対応
を行い、必要に応じて職員への指導・研修を実施し
た。
要望等には可及的速やかに対応した。
又、札幌市への報告も速やかに実行した。

業務計画書・事業報告書を始め、業務日報、各営業
前点検記録、業務の実施に関する帳簿や書類を適
切に記録した。
各種アンケート等によりセルフモニタリングを実施し
た。アンケートの集計を毎月実施して利用者ニーズ
の把握とセルフモニタリングに努めた。
又、毎月の管理運営業務報告書を始め、環境保全
行動報告書、消防訓練等の報告書、施設に関する
各種統計書類等を適宜、札幌市に提出した。
札幌市の検査に対しては、検査をスムーズに行える
よう必要書類の提示等、積極的に対応した。
施設の利用状況、セルフモニタリングの結果等を踏
まえ、自己評価を実施して、以後の運営において管
理水準の向上に努めた。

仕様書で定められ
た書類等を適切に
記録・保管した。各
種アンケートを実施
して利用者ニーズ
の把握、セルフモニ
タリングに努めた。
報告書類等、必要
書類を適宜、札幌
市に提出した。
札幌市の検査や確
認・要請に対して、
積極的に協力し、誠
実に対応した。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

　資金管理については、指定管理業務、自主事業毎
の区分経理を実施、出金・入金の根拠資料を整備
し、使途や取扱いについて透明性を確保し、日常か
ら適切な資金管理を徹底した。
　利用料金収入等の現金等の取扱いは、「現金等取
扱規程」により適切な現金等の管理取扱いを行っ
た。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

定期的に運営協
議会を実施し、業
務報告や連絡事
項及び管理運営
上の問題点などを
協議し、業務の改
善が行われてい
たことを評価す
る。また、管理運
営水準の維持向
上への取組を継
続していることを
評価する。

資金・現金の管理
について、適正に
行われていたこと
を評価する。

苦情・要望への対
応、札幌市への報
告について、適正
に行われていたこ
とを評価する。

適正に記録、報告
が行われたほか、
アンケート等のセ
ルフモニタリング
もイベントごとに随
時行い、運営協議
会に速やかに報
告が行われたこと
等を評価する。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

労働関係法令を遵
守し、必要書類の
届出を適切に行っ
た。
雇用環境の維持向
上、健康維持・労働
災害の防止に努め
た。

労働関係法令を遵守するとともに、労基署に就業規
則や時間外労働・休日労働に関する労使協定等の
届出を適切に行った。
職員の雇用環境の維持向上のため、空気環境測定
等を実施した。
衛生管理者を選任し、毎月、労働安全衛生委員会を
開催して職員の健康維持・労働災害の防止に努め
た。

利用者の安全確保
に常に配慮して施
設・設備等の全般
的な機能を良好に
維持管理し運用し
た。
駐車場の無料開放
等の利用者サービ
スを実施し、市民
サービスについても
十分な成果をあげ
ることができた。

　各業務の実施にあたっては利用者、従事職員、近
隣住民等の安全確保を最優先として十分に配慮し
た。事業の開始・終了時や毎日の始業前・終業後に
園内の点検を実施して危険や施設の損壊等の異常
が無いことを確認した。
　開園時間中には、管理者（施設長、副施設長）が毎
日2回園内を定期巡回し、職員も当該部門毎に巡回
を実施して安全確保に努めた。
　年間を通しての駐車場の無料開放等を実施して、
市民サービスの向上と利用しやすい施設の実現に
努めた。
　札幌市又は第三者に損害を与えた場合に備え、仕
様の水準を満たした「施設管理者賠償責任保険」
や、「生産物賠償保険」に加入した。
　各業務の問合せ先等、必要な連絡先を利用者に
十分に案内し、担当職員が無線を携帯することに
よって最短の時間で連絡可能な体制を確保した。夜
間及び休園日についても「夜間緊急連絡先」や「職
員緊急連絡網」を整備して連絡体制を確保した。

施設・設備等の維
持管理は仕様の水
準を達成した。
利用者のレクリエー
ションの場、憩いの
場となるよう園内の
清掃・芝生等の管
理に努め、良好な
環境を維持した。
開設（平成7年）より
二十数年経過して
おり、施設や設備が
老朽化しているの
で、安全確保に向
けてこまめに点検
し、修繕対応を迅速
に行った。
備品全件の有無及
び状態を点検し、札
幌市に報告した。

ア　衛生管理業務
　　　第三者委託により実施し、必要な指導、指示、検
査、確認等を行った。日常清掃（休園日を除く）と定期
清掃、飲料水等の管理、空気環境測定等を実施し、清
潔で健康的な環境を維持した。

イ　警備業務
　　第三者委託により実施し、必要な指導、指示、検
査、確認等を行った。機械警備の活用等により、効率
的かつ適正な警備業務を遂行した。

ウ　施設及び設備の保守点検業務
　　第三者委託により実施し、必要な指導、指示、検
査、確認等を行った。計画的に保守点検業務を行な
い、施設及び設備を良好に維持管理した。また、建物
及び周辺の安全環境を保持し、利用者の安全を確保し
た。

エ　飼養動物管理業務
　　関係法令を遵守し、管理業務を行った。
衛生的な環境の維持に努め、家畜の健康状態をしっ
かりと把握した。馬の調教、糞尿の堆肥化等も仕様の
水準を達成した。

オ　緑地管理業務
　　緑地管理は仕様書の水準を達成した。
芝刈りや施肥等を適切に行ない快適な環境を維持す
るように努めた。又、枯れた樹木の伐採や枝払い等を
適切に実施した。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

労働関係法令を
遵守し、監督官庁
への届出など適
切に行われている
ことを評価する。

市民サービスの
向上につながるよ
う、管理体制の構
築と維持に努めて
いることを評価す
る。
緊急対応や保険
への加入など事
故等発生時への
備えが十分行わ
れていることを評
価する。

仕様書で規定す
る管理水準に基
づいた管理を行っ
ていたものと評価
する。
飼養動物の衛生
管理や、要求水準
を大きく超える緑
地管理など、市民
が憩うことのでき
る場の提供を行
い、利用者のニー
ズに応えるような
管理を行ったこと
を高く評価する。
また、機械類の備
品が老朽化する
中で、日々の管理
を適切に行ってい
ることを評価す
る。

4
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（4）事業の計
画・実施業務

▽　　農業体験に関する業務

カ　修繕業務
　　修繕工事については札幌市の承認を得て行っ
た。早急かつ適切な対応により修繕を実施したので
利用者の利用に支障がなかった。安全管理等にも充
分配慮して修繕を実施したので事故等もなかった。

キ　備品管理
　　備品は、利用者の利用に支障が生じる事の無い
よう、常に保守点検を行った。又、不具合の生じた備
品については札幌市に報告のうえ、随時修繕や代用
品の確保等必要な対応を適切に行った。
備品全件の有無及び状態を点検し、札幌市に報告し
た。

ク　駐車場管理
　　巡回等で駐車場利用車両の管理を行った。利用
者が円滑に駐車できるよう案内・誘導看板を設置し、
利用者の円滑な利用を確保した。

日頃から研修や訓
練を実施して防災
に努めた。
災害は、いつ、どこ
で発生するか予測
できないので今後も
怠りなく備えを続け
ていく。

サッポロさとらんどが（大規模な火事における）広域
避難場所であることも踏まえ、「防災計画書」に基づ
いて適切な防災体制を構築し、防災に努めた。
「災害対応マニュアル」により災害の発生に備えると
共に、4月と11月に消防訓練を、4月と7月とに防災教
育を実施して、災害発生時に適切な行動が行えるよ
う備えた。

収穫体験は、仕様
の水準に従い、利
用者の体験に供し
た。
前年度に比べて体
験日数は23日減っ
たが、体験人数は
49,826名で過去最
高となった。

ウ　学校教育との連携業務
　札幌市内の小学校等を対象に農産物の知識を習
得することを目的とした事業を実施した。
　畑については、じゃがいも、エダマメ、サツマイモ、ト
ウモロコシ等の農産物の植え付け・栽培・収穫・調理
等の体験を学習する内容で実施しているが、コロナ
禍により植え付け等が中止となり、10校がキャンセ
ルした。そのため、体験学習を行ったのは前年比14
校減の27校に留まった。
　水田学習もコロナ禍により田植えが中止となり4校
がキャンセルした。そのため、体験学習を行ったのは
前年比4校減の7校に留まった。
全体では前年度から18校減の34校が体験学習を
行った。

仕様書の要求水準
（25校以上）を大きく
超える34校が参加
した。
今後も具体的な体
験プログラムを送付
する等積極的に利
用の働きかけを行
い参加者の増加に
努める。

イ　栽培・収穫・加工体験業務
　仕様の水準に従い、栽培・収穫・加工等を体験でき
るコースを10コース実施した。
　コロナ禍により、5月に実施する播種・植え付けは
中止とし、代わって職員が作業を行った。
コロナ禍の影響で「親子で石窯ピザコース」が1回目
が中止、3回目が学校の夏休みの短縮のために1組
のみに留まる等の影響を受けたが、全体の参加組
数は前年度比10組（約5％）増の193組となった。

栽培・収穫・加工体
験業務を仕様の水
準に従い、10コース
で実施した。
参加組数は前年度
比10組（約5％）増
の193組だった。

▽　防災

ア　収穫体験業務
　仕様の水準に従い、収穫体験をすることができる
農作物を栽培して利用者の体験に供した。
体験予定のカレンダーをホームページに掲載し、又、
その日収穫できる作物を毎日ブログでお知らせして
利用者の利便性に配慮した。
　コロナ禍による施設閉鎖のため、体験日数は前年
度に比べて23日減ったが、参加人数は前年度と比
べて23,084名（約83％）増えた49,826名となり、過去
最高となった。

日頃から防災体
制の確立に努め
ていたことを評価
する。

適切な圃場管理
の実施、収穫可能
作物の細やかな
情報提供等によ
り、コロナ禍による
施設閉鎖を実施し
ながらも過去最高
の体験人数を記
録したことを評価
する。

ニーズを把握した
うえでコースを見
直し実施したこと
を評価する。
感染症対策に取り
組みながら、実施
可能な業務を模
索・継続する姿勢
も評価できる。

積極的な働きかけ
により、利用する
学校数が大きく増
えたことを高く評
価する。
感染症対策に取り
組みながら、実施
可能な業務を模
索・継続する姿勢
も評価できる。
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▽　緑とふれあい、憩うことのできる場を市民に提供する
業務

仕様書の水準を達
成して適切な管理・
運営を行うととも
に、栽培指導等を
充実させて利用者
アンケートで高い評
価を得た。

オ　手づくり体験業務と農業・畜産等講座
  仕様書の水準に従い、バターづくりやアイスクリー
ムづくり等の各種手づくり体験を企画したが、コロナ
禍による約2か月の施設の休館、ソーシャルディスタ
ンスを確保するための実施定員の大幅な制限、ほと
んどの団体利用者がコロナ禍により団体移動を自粛
して予約申込を取り消した（団体利用者は前年度比
81団体3,170人減）等の理由により、手づくり体験参
加者は4,257名で前年度比39.1％（6,617名減）に留
まった。
　料理実習、農産・畜産加工、工芸等の各種講座も
仕様書の水準に従って企画したが、約2か月の施設
の休館によりスケジュール調整が困難となって中止
した講座があったこと、ソーシャルディスタンスを確保
するために講座の定員を削減したこと等により、講
座参加者は934名で前年度比74.7％（315名減）と
なった。利用者ニーズに応えるために専門分野で活
躍する多彩な顔触れの講師を招いて幅広い内容で
実施したので、講座利用者アンケートによる満足度
は97.1％（前年度比0.6％増）と大変好評だった。

手づくり体験、講座
とも新型コロナウイ
ルス感染拡大防止
対応をしっかりと
行って実施した。
約2か月の施設の
休館等、コロナ禍の
影響が大きく参加
者数は前年度を大
きく下回ったが、講
座参加者のアン
ケート結果の満足
度が97.1％に達す
る等質の高い体験
を参加者に提供出
来た。

仕様書に基づき適
切な管理・運営を
行った。
コロナ禍の影響によ
り利用者数は大きく
減少した。

イ　SLバス
　定期点検や日常点検をしっかりと行って事業を運
営し、無事故で運行を終えた。
　コロナ禍の影響により、約2か月休業した。又、新
型コロナウイルス感染拡大防止のため、乗車定員を
大きく制限した。そのため、全期間通常営業した場合
は2万人を超える利用者数が、14,725人に留まった。

仕様書に基づき適
切な運行を行った。
コロナ禍の影響によ
り利用者数は激減
した。

ウ　引き馬
　馬の体調を把握しながら、また安全確保に留意し
て運行し、事故無く事業を終了した。
　コロナ禍の影響により、約1か月休業した。利用者
数は4,154人で前年度比35％減（2,299人減）と大幅
に減少した。

仕様書に基づき適
切な運行を行った。
コロナ禍の影響によ
り利用者数は激減
した。

エ　市民農園管理業務
　貸出期間・利用時間、利用者の公募と抽選での決
定、園内で製造した堆肥の活用等、仕様書の要求水
準を満たして市民農園管理業務を行った。
適切な管理・運営を行うとともに、栽培指導等を充実
させたので、利用者アンケートでは97.8％が「満足」
及び「やや満足」と回答した。

ア　パークゴルフ場運営
　良好なプレー環境を維持するため、施設の点検や
補修等を実施し、常に3コースを利用に供した。
利用者は7,994人（前年度比2,543人減）で、コロナ禍
による1か月強の休業等の影響により約25％減少し
た。

コロナ禍による休業
と高齢（22歳）だっ
た馬車馬が体調を
崩してその後死亡し
たため、運行期間
は約1か月に留まっ
た。
そのため利用者数
は大幅に減少した。

エ　馬車
　馬の体調を把握しながら、安全確保に留意して運
行した。
　コロナ禍の影響により、約1か月休業した。
　また、7月3日から馬車馬が体調を崩して運休した。
22歳と高齢だったためそのまま回復せずに死亡。結
局、運行期間は約1か月に留まった。
　利用者数は845人で前年度比89％減（6,680人減）
と大幅に減少した。

適切な管理・運営
を行い、栽培指導
など高いサービス
を維持したことで、
利用者から高い
評価を得たことを
高く評価する。

利用者ニーズに
応えるとともに高
い満足度を維持し
たこと、食と農に
対する市民の理
解と関心を高めた
ことを高く評価す
る。
感染症対策に取り
組みながら、実施
可能な業務を模
索・継続する姿勢
も評価できる。

芝生管理など、適
正な管理を行って
いることを評価す
る。感染症対策の
取組について、引
続き協力をお願い
したい。

仕様書に基づき
適正な管理を行っ
ていることを評価
する。感染症対策
のほか、安全運
転、無事故運行に
努めることを期待
する。

感染症対策の影
響による休業や運
営体制の変更に
より利用者が減少
したことはやむを
得ないと認識して
いる。
感染症対策の影
響による休業期間
のほか、馬車馬の
死亡により、運行
期間と利用者が
減少したことはや
むを得ないと認識
している。
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▽　農業者と消費者の交流の場を提供する業務

ア　農業に関する情報の収集・提供業務
「さっぽろ農学校入門コース」の講義を始め、家庭菜
園や市民農園に取り組む市民にとって有益な10項目
の農に関する情報を収集し、ホームページで提供し
た。

▽　農業に関する情報収集及び提供業務

レンタサイクルは仕
様書に基づき事故
なく実施した。
コロナ禍の影響によ
り、約1か月休業、
又、2輪車の貸し出
しを中止した。
そのため利用者数
は大きく減少した。

オ　レンタサイクル
　総合整備点検や日常点検を行い安全管理に充分
注意して事故なく事業を運営した。
　コロナ禍の影響により、約1か月休業した。
　新型コロナウイルス感染拡大防止対応を徹底する
ため、消毒とソーシャルディスタンス確保をしっかりと
行って営業出来る様に、2輪車の貸し出しを中止して
4輪車のみの貸し出しで実施した。そのため、利用者
数は14,088人で前年度比46％減（11,796人減）と大
きく減少した。

カ　炊事広場
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため炊事広場
を閉鎖し、利用休止とした。

コロナ禍のため炊
事広場を閉鎖し、利
用を休止した。

ファーマーズ会員を
中心とするイベント
を交流館で実施、
消費者と農業者の
交流、地産地消を
推進した。
コロナ禍の影響によ
り出店件数は減少
した。

ア　「ファーマーズマーケット事業」運営
　　さとらんどセンター前、センターポーチ、交流館等
で市内及び近郊農家による直売方式で実施した。利
用者からの意見や要望を聞き、その声を事業運営に
反映させた。ホームページ等で「ファーマーズ会員募
集」の取り組みを行った。　ファーマーズ会員を中心
とするイベント「ファーマーズ大集合」を交流館で実
施し、消費者と農業者の交流、地産地消を推進し
た。
コロナ禍の影響により1か月以上事業を休止した。そ
のため、出店件数は前年度比37件減の162件に留
まった。

交流館で「さとらん
ど市場」の運営を行
い札幌市内や石狩
管内等の農畜産物
のＰＲ・展示・販売を
実施した。
また、札幌市及び
札幌連携中枢都市
圏の市町村との連
携を図り、情報を発
信する取り組みを
行った。
コロナ禍の影響で
利用者数と売り上
げは大きく減少し
た。

イ　「札幌市の農業施策との連携事業」運営
　札幌市の「地産地消推進事業」や札幌近郊の農業
関連団体との連携を図り、交流館を積極的に活用し
て「さっぽろとれたてっこ」、及び、石狩管内等の農畜
産物のＰＲ・展示・販売を実施し、来園者に対して地
産地消への理解を促す取り組みを行った。
　また、札幌市及び札幌連携中枢都市圏の市町村と
の連携を図り、12市町村の情報を発信する取り組み
を行った。
　コロナ禍の影響で約1か月半、さとらんど市場の営
業を休止し、苗もの販売等を取り止めた。そのため、
さとらんど市場のレジを通過したお客様は32,877人
で前年度比36％減（18,528人減）、販売金額は約
1,363万円で前年度比32％減（434万円減）となり、大
きく減少した。

ホームページを有
効活用して農業情
報を提供した。

コロナ禍の影響で、
予定の過半数の7
つを中止した。ま
た、開催したイベン
トも規模の縮小や
内容の変更を行わ
ざるを得なかった。
そのためイベント入
園者数は激減し、ア
ンケートによる満足
度も低下した。

イ　農業振興イベント業務
　コロナ禍の影響で、予定していた13の農業振興イ
ベントのうち過半数の7つを中止した。また、開催した
6つのイベントについても新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、三密を防ぐ対応を行い、規模の縮小
や内容の変更を行わざるを得なかった。そのため、
イベント入園者数は78,550人となり前年度比80％減
（302,700人減）と激減した。また、イベントに対するア
ンケートの満足度は、前年度に比べて「普通」という
評価が８％も増加し、満足度は73.5％に留まり、前年
度（82.6％）から9.1％低下した。

感染症対策の影
響による休業や運
営体制の変更に
より利用者が減少
したことはやむを
得ないと認識して
いる。感染症対策
の取組について、
引続き協力をお願
いしたい。

感染症対策の影
響について、やむ
を得ないと認識し
ている。

各種イベント時に
ファーマーズマー
ケットを開催し、適
切に運営したこと
を評価する。
感染症対策の取
組について、引続
き協力をお願いし
たい。

地産地消への理
解を促す催事開
催実施、積極的な
PRにより、札幌広
域圏の農産物の
普及に尽力したこ
とを評価する。さっ
ぽろ連携中枢都
市圏の農産物の
普及についての
取組みも評価でき
る。感染症対策の
影響について、や
むを得ないと認識
している。

ホームページを有
効活用しているこ
とを評価する。

感染症対策に関
係したイベントの
中止、入園者数の
減少、アンケート
満足度の低下に
ついては、やむを
得ないものと認識
する。感染症対策
に取り組みなが
ら、実施可能な業
務を模索・継続す
る姿勢も評価でき
る。
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▽　その他さとらんどの設置目的を達成するために必要
な業務

ア　札幌市農業支援センターで生産された農産物等
の売払い
　仕様書に従い、札幌市農業支援センターで生産さ
れた農産物等の施設利用者に対する売払いを、札
幌市と協定を締結のうえ、適切に行った。
　コロナ禍の影響で、約1か月弱営業を休止した。

イ　園芸相談業務
　市民農園栽培相談員2名、園芸相談員2名の計4名
を配置したが、コロナ禍の影響で、市民農園の相談
業務を7日間休止し、苗もの販売の中止により園芸
相談員の相談業務を9日間中止した。
　又、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、室
内での園芸相談業務を取り止め、屋外や電話での
相談のみに対応を変更せざるを得なかった。
　そのため、相談件数は3,586件で前年度比9％減
（339件減）と減少した。
　特に関心の高い相談についてはホームページでも
閲覧できる対応を行った。

▽　農業に関する研修講習等の場の提供業務

ア　市民農業講座にかかる企画・運営
　「さっぽろ農学校入門コース」を全19回計38講義で
実施する計画であったが、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、中止とせざるを得なかった。

コロナ禍の影響で、
「さっぽろ農学校入
門コース」を中止し
た。

相談員を4名配置し
た。
コロナ禍の影響で、
市民農園相談業務
の一時休止や苗も
の販売時の相談業
務の中止を余儀なく
された。相談方法も
屋外や電話での相
談のみに変更せざ
るを得なかった。そ
のため、相談件数
は減少した。

ウ　貸室管理業務
　※（5）施設利用に関する業務にて記載

農産物の特徴や調
理法等、利用者に
とって有用な情報の
提供を心掛けて売
払いを行った。

イ　冬期施設活用事業
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ソーシャ
ルディスタンスの確保や乗車人数の制限、充分な換
気対策等の感染防止対応をしっかりと行い、完全に
屋外で実施出来る事業のみを行った。
　これ以上無いと言う程天候に恵まれたこと。又、他
施設が改修工事のために冬期事業を休止したこと。
そしてコロナ禍の影響で、利用者が感染リスクが低く
て来園しやすい屋外施設を求める傾向が強かったこ
と。これらの条件が揃ったことから利用者数は16,813
人となり過去最高を記録した。（前年度は大規模改
修工事のため冬期は休園。一昨年度の利用者数は
14,053人であった）

新型コロナウイルス
感染防止対応を
しっかりと行い、完
全に屋外で実施出
来る事業のみを
行った。
好天や他施設の事
業休止、コロナ禍の
影響で感染リスクが
低く来園しやすい屋
外施設を多くの方
が求めたことから利
用者数は過去最高
となった。

感染症対策の影
響について、やむ
を得ないと認識し
ている。

相談体制の充実、
ホームページの活
用など、市民の要
望に対応したこと
を評価する。
感染症対策に取り
組みながら、実施
可能な業務を模
索・継続する姿勢
も評価できる。

利用者に農産物
に関する情報提
供を行いながら、
適切に実施したこ
とを評価する。

要求水準を満たし
て実施したこと、
過去最高の利用
者数を記録したこ
とを評価する。
感染症対策に取り
組みながら、実施
可能な業務を模
索・継続する姿勢
も評価できる。
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（別紙１）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

28%

2200

（5）施設利用
に関する業
務

R元年度実績 Ｒ２年度計画

1280

3537

Ｒ２年度実績

4200人数(人）

▽　利用件数等

件数(件)
さとらん
ど

センター
37%稼働率(％)

▽　引継ぎ業務

人数(人）

0

35%

稼働率(％)

さとらん
ど

交流館

564 560

1419 1200 0

（6）付随業務 ▽　広報業務

38% 0%38%

▽　不承認 0件、　取消し0 件、　減免 3件、　還付 0件

（前回からの継続指定のため、引き継ぎ業務なし）

新型コロナウイルス
感染拡大防止のた
め、貸し出しの中止
や人数制限等の対
応をせざるを得な
かった。

マスコミ各社へ積極
的に働きかけを行
い、テレビや新聞で
数多く報道して頂い
た。
ウェブアクセシビリ
ティの取組を適切に
実施した。
新たな取り組みとし
てＳＮＳ（Facebook、
Instagram）の活用
を開始した。園内情
報を始め、各事業
のお知らせや現況
等を写真や動画で
発信し、広報の充
実と情報発信の強
化に努めた。

　広報活動には重点的に取り組んだ。
マスコミ各社に積極的にイベント等の情報提供を行
い、テレビで15回（前年度比10回増）報道され、新聞
では15回（前年度比6回減）記事が掲載された。
また、ウェブアクセシビリティの取組として、ウェブコ
ンテンツJIS X8341-3：2016の適合レベルAAに準拠
する対応を行い、3月に試験を実施、その結果を公
開した。
要求水準には無いが、さとらんどをＰＲするために新
たな取り組みとしてＳＮＳ（Facebook、Instagram）の
活用を開始した。園内情報を始め、各事業のお知ら
せや現況等を写真や動画で発信した。また、フォトコ
ンテストを7月と1月に実施する等、情報発信と広報
の充実に努めた。
毎年、動画を制作して「YouTube」や「札幌駅前通地
下広場北２条広場公共サイネージシステムSapporo
＊north2」で公開していたが、今年度はコロナ禍の影
響で新規動画の制作が出来ず、やむなく休止とし
た。

注1：件数と稼働率は、指定管理業務による利用を含む。
人数は、貸室利用の人数である。（イベント等による利用
について人数の計測が出来ないため）
注2：さとらんどセンターは、コロナ禍の影響で、4月～6月
は貸室の貸し出しを休止。7月以降は定員の50％以下で
貸し出した。
注3：さとらんど交流館は、コロナ禍の影響で、貸室の貸し
出しを休止した。

▽　利用促進の取組

コロナ禍の影響で、利用促進の取り組みを実施出来
なかった。むしろ、毎年ご利用頂いている団体や企
業に利用の中止をお願いする状況であった。

センター　前年度比　利用件数   -399件、
　　　　　　　　　　　　　 利用人数  -1997人
交流館　  前年度比　利用件数    -564件、
　　　　　　　　　　　　　 利用人数  -1419人
センターは、コロナ禍の影響により、利用件数、利用
人数とも前年度比で大きく減少した。
交流館は、貸し出しを休止したため、利用件数、利用
件数とも実績無しとなった。

件数(件)

1679

1540

条例、規則、要領
に基づき適正に業
務を行ったものと
評価する。
感染症対策の取
組についても評価
できる。

要求水準を満たし
て実施したことを
評価する。
マスコミ各社への
積極的な情報提
供のほか、ＳＮＳ
活用による写真や
動画による園内情
報や現況の公開
等、情報発信の強
化に努めたことを
高く評価する。
これらの取組が各
種事業の利用人
数記録の更新に
寄与しているもの
と考える。今後の
広報活動にも期
待したい。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

２　自主事業その他

▽　自主事業

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

売店事業　　　　   　　　　　コロナ禍のため、事業中
止
自動販売機事業　　　　　　　 手数料収入　　125万円
パークゴルフ用具のサービス事業     収入 　 44万円
おもしろ自転車事業　　　　　　　　　　 収入 　198万円
牧場動物のえさの販売事業　　　　　 収入　 160万円
キャラクターグッズの販売事業　　　　収入　 　2.6万
円

コロナ禍による施設の閉鎖や休業により、おもしろ自
転車以外の事業は1か月強休業となった。おもしろ自
転車事業は感染拡大防止のため3か月強休業した。
そのため、収入は計画の半分以下の530万円に留
まった。

注：売店事業は実施する計画であったが、売店業者
がコロナ禍の影響により急遽、休業することとなった
ため、事業を中止した。
注：令和元年度まで実施していたレストラン事業は、
レストラン業者がコロナ禍等の影響により令和元年
度で撤退したため、令和2年度は事業計画から除い
た。

市内企業の活用に
積極的に取り組ん
だ。
障がい者施設へ印
刷物の発注を行う
等、福祉施策への
配慮を心掛けた。

適切な配慮を念
頭に事業展開を
行ってきたものと
評価する。

さとらんどの設置
目的を踏まえて適
切に実施したこと
を評価する。
売店事業、レスト
ラン事業の事業者
の休業や撤退に
おいて、事業再開
に向けた業者選
定や運営に関す
る検討等、指定管
理者による積極的
な働きかけが必要
であったと認識し
ている。今後の管
理運営における対
応に期待する。

自主事業は、さとら
んどの設置目的を
踏まえて計画し、一
般の利用を妨げな
いよう配慮するとと
もに、市民が利用し
やすい料金を設定
して、適切に実施し
た。
コロナ禍の影響によ
る施設の閉鎖や事
業の休止により営
業期間が短縮され
たため、収入は計
画の半分にも満た
なかった。
売店業者がコロナ
禍の影響により休
業したため、売店事
業を中止した。

修繕工事や冬季園内除雪等の第三者委託、ＳＬバス
や遊具、自転車等の点検、手づくり体験の原材料、
印刷物、ガソリン・Ａ重油・灯油・ガス・電気等の購入
を市内企業に発注し、市内企業の積極的な活用を
図った。
封筒等の印刷物を障がい者施設へ発注する等、福
祉施策への配慮を心掛けた。障がい者の就労拡大
に協力するため、毎年ラベンダー畑やレンガ花壇の
除草業務を知的障がい者施設へ委託していたが、コ
ロナ禍により令和2年度は中止せざるを得なかった。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

結果概
要

4月～３月に実施。
一般利用者向け、各種体験・講座の参加者向け、イ
ベント開催時の利用者向け、農学校・市民農園等の
個別事業の参加者向け等、利用状況に応じてアン
ケートを実施した。
アンケートの有効回答の総数は1,519通。

・総合満足度は、不満・少し不満と回答された方が
1％、普通が14％、満足・とても満足が85％だった。
満足・とても満足は仕様書の目標を5％超えた。
・職員の接遇に関するアンケートは、悪かった・あま
り良くなかったが1％未満。普通が16％、大変良かっ
た・まあ良かった83.6％で、大変良かった・まあ良
かったは仕様書の目標を3.6％超えた。
・各種体験・講座参加者の満足度は、不満・やや不
満が1％未満、普通が3％弱、満足・やや満足が97％
だった。満足・やや満足が仕様書の目標の80％を
17％も超え、満足度は非常に高かった。
・イベントの満足度は、不満・やや不満が3％弱、普
通が23.7％、満足・やや満足が73.5％で仕様書の目
標を6.5％下回った。
・イベントのアンケートのみ仕様書の目標である80％
以上の満足度を達成できなかったが、コロナ禍の影
響を最も受けたのがイベントであるため、誠に残念で
はあるがやむを得ない結果であると判断している。
・利用料金についても高いと回答している利用者が
少ないため、適切な範囲にあるものと考える。

【要望】
漬物の講座は応募者が多く中々参加出来ないので
講座数を増やして欲しい。
【対応】
新たに玄米漬けとアロニア漬けの講座を増設した。

要望】
中華料理の講座を増やして欲しい。
【対応】
本場の餃子作りの講座を増設した。

【要望】
親子で参加できるイベントを増やしてほしい。
【対応】
コロナ禍の影響により、令和2年度は対応出来な
かったので、今後、前向きに検討したい。

【要望】
遊具を増やして欲しい。
【対応】
木製遊具が経年劣化しており、所管課と更新に向け
て協議を進めている。

総合満足度、職員
の接遇に関する満
足度、各種体験・講
座等参加者の満足
度は仕様書の目標
の80％を上回った。
不満のご意見は全
てのアンケートで
3％未満であり、ア
ンケート全体の満足
度は高い。
特に各種体験・講
座等の満足度につ
いては内容の充実
に注力し、利用者ア
ンケートの満足度は
97％と極めて高
かった。
コロナ禍の影響によ
り、イベントのアン
ケートのみ仕様書
の目標である80％
以上の満足度を達
成できなかった

利用者の要望に応
えて以下の対応を
行った。
・漬物の講座を増設
した。
・中華料理の講座を
増設した。

各事業ごとに詳細
にアンケートを実
施し、利用者意見
の分析及び事業
の改善に活用し、
総合満足度が８
０％を上回ったこ
とを評価する。
イベントのアン
ケートについて、
感染症対策の影
響を受けたことは
やむを得ないと認
識している。

利用者ニーズに
寄り沿いながら、
実施可否を検討・
対応していること
を評価できる。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ▽　収支

項目 Ｒ２年度計画 Ｒ２年度決算 差（決算-計画）

（千円）

・収入について
　利用料金収入は、
コロナ禍の影響もあ
り計画比実質約120
万円の減収となっ
た。
　その他収入は、計
画比約28万円の増
収だった。
指定管理費の休館
による光熱水費の
等の減額分も含
め、指定管理業務
全体では計画比実
質約218万円の減
収となった。
自主事業収入は、
コロナ禍の影響が
大きく計画比約561
万円の大幅な減収
となった。
収入全体では、計
画比約779万円の
減収であった。

246,207 8,395

利用料金 19,223 13,456 ▲ 5,767

指定管理費

▲ 7,787

指定管理業務収入 288,712 286,532 ▲ 2,180

9,206 4,619 ▲ 4,587

収入-支出 14,093 13,006 ▲ 1,087

5,303

指定管理業務支出 276,323 274,210 ▲ 2,113

支出 285,529 278,829 ▲ 6,700

291

純利益 43 655 612

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

350

▼収入について
　・利用料金収入は、計画比約577万円の減収だった。（注：コロナ禍
の影響による休館補償額約377万円を差し引くと実質は約200万円の
減収）   主な減収の内訳は、馬車馬の死亡による減収約95万円とコ
ロナ禍によるレンタサイクルの貸し出し制限による減収約84万円。
　・その他収入は、計画比約481万円の減収だった。（注：コロナ禍の
影響による休館補償額約509万円があるため、実質は約28万円の増
収）   コロナ禍等の影響による各事業の減収を冬期施設活用事業の
計画比約145万円増が補った。
　・自主事業収入は、計画比約561万円の減収だった。約1か月の施
設閉鎖・休業等、コロナ禍は各事業に影響したが中でもおもしろ自転
車事業は370万円の減収となった。また、売店事業の中止により190
万円の減収になった。
▼支出について
　・コロナ禍の影響により収入が大幅に減少した等の理由により、消
費税の支出が計画比－164万円と大きく減少した。
　・指定管理業務の支出は、計画比で約211万円減少した。減少の主
なものは、イベントの中止分と地産地消推進事業（さとらんど市場）の
仕入れ分である。
　・自主事業の支出は、計画比で約459万円減少した。減少の主なも
のは、おもしろ自転車事業の委託費と売店の目的外使用料である。
▼収支について
　・コロナ禍の影響のため、収入全体は計画から大きく相違し、休館
補償を含めても約790万円の大幅減収となった。
　・全体の収支は約65万円の黒字であるが、内訳を見ると、自主事業
は約68万円の黒字で、指定管理事業分は約3万円の赤字である。指
定管理業務の赤字を自主事業の黒字で補なった。

・支出について
　コロナ禍の影響に
より、支出は、消費
税、中止した分のイ
ベント経費、さとら
んど市場の仕入
費、目的外使用料
等が計画から大きく
減少となった。
　収入の大幅な減
少に対応するため
支出の抑制に努め
たが、経年劣化や
安全対策上のため
の修繕費について
は必要な対応を
行ったので計画比
大幅増となった。
・収支について
　全体の収支は約
65万円の黒字だ
が、指定管理事業
分は約3万円の赤
字で、指定管理業
務の赤字を自主事
業の黒字で補なっ
た。

　当団体の財務状況等に問題は無く、安定経営能力を維持している。

　各条例の規定に則り、全て適切に対応した。

▲ 5,607

未払い消費税 13,700 12,060 ▲ 1,640

その他 31,677 26,869 ▲ 4,808

自主事業収入 10,910

▲ 59

利益還元 0 0 0

法人税等

収入 299,622 291,835

自主事業支出

感染症対策の影
響による休館や施
設の利用制限等、
予測不能な事態
への対処が求め
られる中で、支出
の抑制、社会情勢
と利用者ニーズに
合致した事業実施
等の対応を行った
ことは評価でき
る。
感染症対策に取り
組みながら、実施
可能な業務を模
索・継続する姿勢
も評価できる。

４　収支状況

237,812
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Ⅲ　総合評価

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

実施事業全般について、おおむね要求水準以上の管
理運営を行っており、設置目的及び市民要求を満たし
た事業展開を行っている。また、自主事業に関しても
創意工夫しながら利用者増加に貢献していることなど
を評価する。
感染症対策の影響による休館や施設の利用制限等、
予測不能な事態への対処が求められ、当初計画通り
の事業実施が困難である中で、市や関係行政の指示
に従い感染の広がりや各フェーズに合わせた管理運
営を行ったことは評価できる。
感染症対策の影響により、イベントによる食と農の情
報発信や体験の提供機会が減少してしまったが、収
穫体験事業において過去最高の利用人数を記録する
等、利用者の食や農に関する関心の高さが伺えるとと
もに、利用者ニーズに合致した事業実施ができたこと
は評価できる。
新たにＳＮＳの活用を開始し、写真や動画による情報
発信強化に努めたことを高く評価する。これら広報の
取組が、施設や各種事業の魅力を利用者に伝え、利
用者数の増加にも寄与しているものと考えるため、今
後の展開にも期待したい。

さとらんどの設置目的を踏まえ、都市と農業の共存を図
る拠点として、体験実習や緑との憩いの場を提供するな
ど、引き続き適切な管理運営を行うこと。感染症対策に
取り組みながら、実施可能な業務の模索・継続を望む。
なお、指定管理者内部の情報共有や意思決定につい
て、迅速かつ適切に組織としての共有を図る体制づくり
を期待する。
当施設は1995年の開園から25年が経過し、施設・設備
等の老朽化が顕著になってきている。今後も老朽化によ
る修繕費が増加し、管理・運営の中での支出負担が多く
なることが想定されるが、利用者の安全性に留意し、迅
速・的確に整備されることを期待する。また、限りある予
算の中で、魅力的な施設運営を行いつつ老朽化対応を
実施していくためには、将来的な施設のあり方を踏まえ
た施設の中長期的な維持管理計画の検討が必須とな
る。施設の方向性や実施内容の優先順位付けを行い、
更新・撤去・新設等の作業を効率的に実施していくことが
求められる。市と指定管理者と協議を行いながら、今後
の方向性を検討していきたい。
また、さとらんどの魅力を伝えるためのソフト事業に関す
る取組と展開について、指定管理者からの積極的な提
案と実施を期待する。

　全体的に適切な管理運営を実施した。
　コロナ禍により、約1か月の施設閉鎖や事業によって
は更なる休業を余儀なくされ、ほとんどの事業で売り
上げ金額や参加者数は前年度を大きく下回った。
　一方で、コロナ禍は、市民に感染リスクの少ない屋
外での事業への参加を促し、又、外食の自粛・自炊生
活・各地の名産品の取り寄せ等、食への意識を高める
効果も産んだ。
　そのため、さとらんどでは、収穫体験の参加者が過
去最高を記録し、農産物の直売事業（さとらんど市場）
の来場者は、夏以降、前年度を上回り、冬期施設活用
事業の来園者も過去最高を記録する結果となった。ま
た、園内の花壇に新規導入したネモフィラの見物や写
真撮影のために来園者が多数訪れた事象もコロナ禍
がもたらしたものと考えられる。
　利用者アンケートによる満足度は、総合満足度、職
員の接遇に関する満足度、各種体験・講座等に関す
る満足度の3つが仕様書の目標値である80％を上回
り、不満のご意見は全てのアンケートで3％未満であっ
た。特に、各種体験・講座等に関する満足度は97％に
達し、利用者に質の高い体験を提供できた。イベント
に関する満足度は残念ながら80％に達しなかったが、
コロナ禍の影響を強く受けて過半数のイベントを中止
とせざるを得なかったため、やむを得ないことと判断し
ている。
　広報活動には重点的に取り組み、新聞やテレビでさ
とらんどを数多く報道して頂く成果を得られた。又、ＳＮ
Ｓ（Facebook、Instagram）の取り組みを開始し、フォトコ
ンテストを実施してさとらんどの魅力のＰＲに努めた。

　以上を総合的に考慮し、良質で良好な管理運営を実
施したと判断する。

　令和2年度は、コロナ禍の影響で収穫体験の参加者が
激増し、過去最高を記録した。また、園内の花の見物や
写真撮影のための来園者が多く訪れた。コロナ禍により
農に対する市民の関心が高まっているので、そのニーズ
に応えるため農業体験交流施設の根幹である農園・花
壇・緑地部門の一層の充実を図りたい。
　また、コロナ禍は、外食の自粛等により市民の食に関
する関心を高める結果を生じさせている。食と農に対す
る市民の理解と関心を更に高めるため、交流館での地
産地消等に関するＰＲや展示の充実を図り、市民に地産
地消等への更なる理解を促したい。又、講座や手づくり
体験の更なる改善を行って利用者にとって魅力的な体
験を提供して食への理解と関心を更に高められる様に
注力したい。
　引き続き広報活動の強化に努め、市民によりさとらん
どの魅力を知って頂くように努める。具体的な対応とし
て、ＳＮＳのさらなる充実（Facebook、Instagramに加え、
LINEの活用やフォトコンテストの多様化等）により農業情
報を始めとする各種情報提供の充実を図る。
　施設等の老朽化に伴う修繕対応を迅速的確に行って
市民の安全な利用に十分配慮すると共に、ＳＬバスの増
設や木製遊具の更新等についても適切に対応できるよ
う取り組む。
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